
ー
象
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

慧
灘
蝶
羅
鱗
⑳
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

こ
の
写
真
は
、
昭
和
十
三
年
こ
ろ
　
　
　
桂
　
国
防
婦
人
会
　
労

日
支
事
変
で
召
集
さ
れ
た
兵
隊
さ
ん

に
慰
門
袋
を
送
る
た
め
、
桂
国
防
婦

人
会
が
、
た
わ
ら
編
み
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
な
わ
な
い
も
ロ
ク
に

で
き
な
い
■
女
衆
の
こ
と
で
す
か
ら
、

は
じ
め
は
、
コ
モ
を
作
っ
て
杉
苗
を

や
っ
て
い
る
人
か
ら
買
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
コ
モ
作
り
が
上
手
に
な
っ

て
か
ら
農
協
さ
ん
に
た
わ
ら
を
作
っ

て
納
め
ま
し
た
。
た
わ
ら
を
背
中
に

そ
っ
た
り
、
ダ
チ
ン
ゾ
リ
に
つ
け
て

農
協
へ
出
荷
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す。

こ
の
他
に
も
、
留
守
家
族
へ
田
ぷ

ち
な
ど
の
勤
労
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

壷
壷
患
患
患
壷
壷
患
壷
虫
壷
患
壷
壷
患
坐
壷
壷
坐
壷
愚
幾

　　φ一臼、1・㍉ひ

　　ゆ　　◆4テ夢老定表
4月11日～5月10日

ヘヘ
99く二
》

詳帯労諾楊帯労帯帯帯帯悌嶺帯帯帯棚

■ツベルクリン反応検査及びBCG（s60．1．1－60。12．31生まれ）

（1月ll暖鹸11薦叢塩／芋沢’田沢’

（1騰離罎lo罐灘ター／貝野地区’

■母親学級

　4月18日　15：00～／保健センター／腹帯と乳房の手当

■妊婦検診

　4月18日　13：30～14：00／上村病院

■乳幼児検診

　4月17日　13：00～14：00／S60．4．2～60．9．30生

　4月25日　13：00～14：00／S59．4．2～59．9．30生

　5月1日　13：00～14：00／S58．10．1～59．4．1生

■中央こぶし会総会及び研修会

　4月23日　9：00～／保健センター

■健康相談日

毎週月曜日／13：00～16：00／保健課

（春難鷺、月25日～5月、、日）

ピ痴
恥
条
条
条
条
黍
条
条
条
添
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条

11㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

住み郷総会

⑬（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

17休）
乳児検診（右参照）

18㈹
妊婦検診、母親学級（右参照〉

狂犬病予防注射（右参照）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

⑳（日）
休日救急医（山口医院倉52－2174）

新潟県知事選挙
つり堀りオーブン（養魚場）

22（火）
狂犬病予防注射（右参照）

23㈱
こぶし会総会（右参照）

24休） 老人工芸品展（老人福祉センター一般公開12：00～）

　25日午後3時まで

25㈹ 1歳半児検診（右参照）
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

⑳（日）
休日救急医（中条病院a57－3018）

28（月）
ツベルクリン反応及びB　C　G（右参照）

⑳（灼
休日救急医（大島医院魯52－2957）

1休）
2歳児検診（右参照）

2㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13；OO～16：00）

③仕）
休日救急医（富田医院台52－3269）

④（日）
休日救急医（上村病院費63－2111）

春のボカボカ祭り（養魚場・P8参照）

⑤（月）
休日救急医（至誠堂医院魯52－3276）

9㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

10仕）
鯉の即売会（10日、11日養魚場）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

令
月
◎
契
繊

　
三
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
埼

玉
県
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
の
交
流
風
景
で
す
。
雪
の
多

さ
に
び
っ
く
り
し
て
い
た
新
座

市
の
子
ど
も
た
ち
も
、
雪
上
で

の
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
す
っ

か
り
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
現
在
、
平
場
で
百
五
十
仕
．
の

積
雪
で
す
。
こ
の
分
で
す
と
今

月
の
末
ま
で
雪
が
消
え
ま
せ
ん
。

こ
の
深
い
雪
の
中
で
、
葉
タ
バ

コ
の
苗
床
に
小
さ
な
苗
が
仮
植

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
苗
代
の

除
雪
も
始
ま
り
ま
し
た
。
忙
が

し
い
農
繁
期
の
始
ま
り
で
す
。

▼
三
月
は
、
都
会
と
の
交
流
が

二
つ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
交
流
が
単
に
都
会
の
子
ど

も
た
ち
に
自
然
体
験
を
さ
せ
る

ば
か
り
で
な
く
、
当
村
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
よ
う
な
方
向
に

も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

だ

％
悌

M
四
「
厳

ノ
￥
ー

当

邑

輔／
　　　麹

仙

私たちの村の
　（　）内は前月比

■人口男3，452（一8）
　　　女3，468（一31）

　　　計6，920（一39）
■世帯数　1，635（一5）

に

　　　おもな内容
2～3べ一ジ　S6／年度予算

4～5べ一ジ埼玉県新座市との交流
　　6べ一ジ臭知事選挙、先生異動

　　7べ一ジスボーツで汗を

8～9べ一ジお知らせ
10－11べ一ジみんなのひろば

　／2べ一ジ行事予定表

■編集発行／中里村役場総務課　〒949－84新潟県中魚沼郡中里村大字田沢己2133番地TEL（0257）63－2511
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罵　　　　 朝
施政方針を述べる上村村長

昭和61年度一般会計予算

　
昭
和
六
十
欄
年
度
の
予
算
案
を
審
議
す
る
第
一
回
中
里
村

識
会
定
例
会
が
去
る
三
月
十
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の

十
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
村
当
局
か
ら
一
般
会
計
、

特
別
会
計
予
算
案
総
額
三
十
二
億
百
万
円
が
提
案
さ
れ
審
議

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
六
十
戸
年
度
の
予
算
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　
わ
が
国
の
財
政
は
、
依
然
と

し
て
大
幅
な
不
均
衡
の
状
態
で

す
。
昭
和
六
十
一
年
末
の
国
債

累
計
額
（
国
の
借
金
）
は
、
百

四
十
三
兆
円
に
達
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
幅
な
赤

字
財
政
は
、
経
済
運
営
の
政
策

選
択
を
狭
ば
め
、
経
済
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
態
を
ひ
き
お
こ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

反
映
し
て
国
の
昭
和
六
十
一
年

度
予
算
編
成
方
針
は
、
わ
が
国

経
済
の
着
実
な
発
展
と
国
民
生

活
の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
引

き
続
き
財
政
の
改
革
を
強
力
に

推
進
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
地
方
財
政
対
策
と

し
て
、
国
庫
補
助
負
担
率
の
引

き
下
げ
が
暫
定
処
置
と
し
て
今

後
三
年
間
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
中
里
村
の
財
政
事
情
は
、
村

税
、
地
方
交
付
税
を
中
心
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
地
方
債
の
依

存
度
も
一
一
筈
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
昭
和
六
十

一
年
度
の
予
算
編
成
に
当
っ
て

は
、
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努

め
、
財
政
構
造
の
健
全
化
を
図

る
た
め
長
期
展
望
に
立
っ
た
予

算
編
成
に
努
力
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会

計
総
額
は
、
二
十
一
億
五
千
五

百
万
円
で
前
年
対
比
マ
四
暫
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

今
年
度
田
沢
小
学
校
改
築
等
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
農
業
面
で
は
、
土
倉
、
倉
下

地
域
の
山
村
農
業
活
性
化
事
業

を
進
め
、
山
村
で
生
き
伸
び
る

農
業
の
基
盤
作
り
を
行
い
ま
実

　
ま
た
、
田
沢
原
に
、
花
卉
の

生
産
向
上
を
図
る
た
め
、
花
卉

中
核
産
地
整
備
事
業
を
取
り
入

れ
、
堆
肥
盤
、
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー

ダ
ー
、
運
搬
車
を
導
入
す
る
計

画
で
す
。

　
地
域
の
特
産
品
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
手
づ
く
り
農
産
加

工
施
設
整
備
事
業
を
取
り
入
れ

倉
俣
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
を
中

心
に
特
産
品
の
生
産
、
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
整
備
面
で
は
、
村
道
重

地
小
出
線
外
三
路
線
を
改
良
、

村
道
東
田
沢
三
号
線
の
舗
装
を

行
う
予
定
で
す
。
林
道
整
備
は
、

〆》qp㎜
’

　
　
　
　
金
円

　
　
　
　
出
0
6

　
税
円

付
9
3
　
県
2
5

　
交
2鷲

　
　
　
　
税
棚

λ
　
　
留

　
　
　
　
村
a

魔
　
　
4

村　債
25，003円

国庫支出金　　 分担金、

17，951円　　及ぴ負担金
　　　　　　　13，514円

　　　　　繰入金
　　　　　10，059円

その他
16，900円

の
訳

人
」
内

民
あ
算

村
　
予

649円

2

小
松
沢
線
外
四
路
線
の
開
設
、

改
良
、
田
代
線
外
二
路
線
の
舗

装
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
観
光
面
で
は
、
増
加
が

見
込
ま
れ
る
観
光
客
の
受
入
体

制
を
整
備
す
る
た
め
清
田
山
自

然
運
動
公
園
に
全
天
候
型
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
二
面
増
設
し
ま
す
。

ま
た
、
当
間
山
麓
の
開
発
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
面
で
は
、
田
沢
小
学
校

の
全
面
改
築
に
着
手
し
、
二
年

間
で
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
田
所
小
学
校
の
閉
校
に

伴
い
、
小
型
マ
イ
タ
ロ
バ
ス
を

購
入
し
、
倉
俣
小
学
校
へ
の
通

年
通
学
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
村
民
の
健
康
と
社
会
福
祉
は
、

村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

課
題
で
す
か
ら
、
今
後
と
も
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
若
者
が
希
望
を
も

て
る
村
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
全

力
を
注
い
で
参
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
各
方
面
に
わ
た
っ

て
き
め
細
か
な
事
業
が
計
画
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

道
　
路
　
整
　
備

〈
村
道
〉

★
重
地
小
出
線
改
良
　
　
妻
一
m

★
田
沢
山
崎
線
改
良
　
　
二
8
m

★
清
田
山
線
改
良
　
　
五
8
m

　
地
万
債
と
は
、
地
万
公
共
団

体
が
資
金
調
達
の
た
め
に
お
金

の
借
り
入
れ
を
し
て
、
そ
の
返

済
が
一
会
計
年
度
を
超
え
て
行

わ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
を

難賑地
　　　　一、
　　　　き
　　　　』
　　　　罵　　　　「

　～　　
燃蔽燦彰

起
債
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
地
万
債
は
予
算

で
定
め
る
こ
と
．
知
事

の
許
可
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
財
源
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
対
象
事
業

が
決
っ
て
い
る
こ
と
、

当
該
年
度
の
元
利
償
還

金
が
一
定
の
比
率
を
超

え
る
と
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
、

等
の
い
く
つ
か
の
制
限
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
地
万
債
の
種
類
に
よ
っ
て
は

償
還
金
の
一
定
割
ム
ロ
を
国
が
助

成
し
て
く
れ
ま
す
。

欝奮難9Ω

★
上
山
山
手
線
改
良
　
　
三
吾
m

★
東
田
沢
三
号
線
舗
装
天
。
m

〈
林
道
〉

★
西
方
線
開
設
　
　
　
…
。
m

★
峰
越
幹
線
林
道
田
代
線
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
8
m

★
角
間
土
倉
線
開
設
　
　
七
。
m

★
小
松
沢
線
開
設
　
　
毛
。
m

★
小
出
田
代
線
改
良
　
　
七
吾
m

★
田
代
線
舗
装
　
　
　
四
五
。
m

★
小
出
田
代
線
舗
装
（
小
出
）
四
八
O
m

★
小
出
田
代
線
舗
装
（
田
代
）
三
8
m

農
　
業
　
振
　
興

★
山
村
農
業
活
性
化
事
業

　
農
道
舗
装
一
三
六
m
、
ほ
場
整

　
備
曇
万
、
か
ん
が
い
排
水

　
冗
吾
m
、
加
工
施
設
一
台
、

　
乾
燥
施
設
二
台

★
手
づ
く
り
農
産
加
工
施
設
整

備
事
業

　
真
空
パ
ッ
タ
一
台
、
圧
力
釜

　
一
台

★
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業

　
（
清
田
山
、
田
代
、
重
地
、

　
倉
俣
の
四
地
区
）

★
清
田
山
地
区
ほ
場
整
備
事
業

　
全
体
計
画
圭
圭
㎞

★
花
卉
中
核
産
地
整
備
事
業

　
堆
肥
盤
、
運
搬
車
一
台
、
フ

　
ロ
ン
ト
ロ
ー
ダ
ー
一
台

★
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

　
土
倉
九
毛
㎞
調
査
設
計

★
村
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事

　
業

　
農
道
整
備
、
ほ
場
整
備
、
農

　
地
開
発
、
か
ん
が
い
排
水

★
農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業

　
田
沢
地
区
計
画
樹
立

★
特
定
地
区
農
業
構
造
改
善
事
業

産

駕
苗
場
地
区
計
画
樹
立

濫
齢
　
　
」

・
．

罐
、

遷

商
　
工
　
観
　
光

★
清
田
山
自
然
運
動
公
園
テ
ニ

　
ス
コ
ー
ト
ニ
面
整
備

★
当
間
山
麓
開
発
促
進
事
業

★
地
域
お
こ
し
事
業

★
企
業
誘
致

子どもたちのための村づくりを

康

★
結
核
予
防
対
策

★
予
防
接
種
事
業

★
胃
ガ
ン
検
診

★
子
宮
ガ
ン
検
診

★
眼
科
検
診

★
母
子
衛
生
推
進
事
業

★
老
人
保
健
事
業

★
患
者
輸
送
車
運
行
事
業

健

★
健
康
づ
く
り
大
会

★
婦
人
の
健
康
づ
く
り
事
業

4億89，771千円

　・67，040千円

3億70，339千円

　・42，590千円

　・76，347千円

教
育
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ー

櫻！盟懸踏

　　　21億55，000千円

歳　出　　　　歳　入

　　　　　その他
　　　　　1億17，610千円

　入70　005下・FJ

　　　　　分担金肚び負担金財産収入
　　　　　　94，047丁・ド；

国庫支出金
1億24，924千円

　　　　　村　債
　　　　　1億74，000千円

県支出金
1億76，804千円

　　　　　村　税

　　　　　3億3，008千円

地方交付税

10億94，602千円

その他
1億44，316千円

消防費
．82．312丁一F∋

衛生費
1億29，770千円

民生費
1億95，230千円

公債費

2億53，044千円

総務費

2億84，339千

土木費

3億8，221千円

農林水産業費

3億19，818千円

教育費

4億37，950千円

◆特別会計

　国保事業会計・

　国保施設会計・

　老人保健会計・
　簡易水道事業会計・

農業共済事業会計・

★
田
沢
小
学
校
改
築
事
業

★
土
倉
分
校
教
員
住
宅
新
築
事
業

★
中
里
中
学
校
環
境
整
備
事
業

★
田
代
児
童
送
迎
用
マ
イ
タ
ロ

　
バ
ス
購
入
事
業

★
倉
俣
地
区
親
子
読
書
活
動

★
青
年
集
団
活
動

★
高
齢
者
講
座

★
貝
野
地
区
子
育
て
活
動

★
家
庭
教
育
講
座

★
青
年
講
座

★
田
沢
地
区
親
子
自
然
観
察
教
室

★
芸
術
祭
、
芸
能
祭

★
村
民
体
育
祭

★
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

★
村
民
球
技
大
会

★
地
域
別
ス
ポ
ー
ツ
教
室

★
村
民
ス
キ
ー
大
会

要
望
し
て
い
る

国
県
事
業
の

　
　
　
　
　
主
な
も
の

〈
道
路
改
良
〉

★
国
道
三
五
三
号
線
（
葎
沢
）

★
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場
線

　
（
倉
俣
、
重
地
）

★
村
道
県
代
行

　
重
地
小
出
線
（
重
地
）

〈
橋
梁
整
備
・
直
轄
〉

★
国
道
｝
一
七
号
線
（
駒
返
～

　
荒
屋
）
調
査
、
用
地
買
収

〈
災
害
防
雪
対
策
〉

★
国
道
三
五
三
号
線
（
葎
沢
f

倉
下
）

★
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線

　
（
堀
之
内
）

★
県
道
清
津
公
園
線
（
小
出
）

〈
河
川
改
良
整
備
〉

★
七
川
（
上
山
）

★
釜
川
・
直
轄
（
重
地
）

〈
農
地
関
係
〉

★
国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開

　
発
事
業
（
原
町
）

★
広
域
農
道
（
桔
梗
原
）

★
た
め
池
等
整
備
事
業
（
五
ヵ
所
）

★
新
農
業
構
造
改
善
事
業
後
期

　
対
策
（
田
沢
地
区
特
定
地
区
）

〈
治
山
治
水
〉

★
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
土
倉
、

　
倉
下
、
角
間
、
田
代
）

★
復
旧
治
山
事
業
（
葎
沢
〉

★
な
だ
れ
防
止
事
業
（
田
代
、

　
西
方
、
西
田
尻
、
小
拙
、
角

　
間
）
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新座のお姉ちゃんよろしく

／
〆
ダ

蔦網
駆

よ
う
こ
そ
申
皇
村
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
村
づ
く
り
ブ
ー
ム
と
と
も
に
、
遇
疎
地
と
都
市
と

の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
村
で
も
、

中
里
ク
ラ
ブ
が
東
京
錦
糸
町
の
み
な
さ
ん
と
交
流
、

中
里
村
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
が
目
黒
区
の
五
本
木
子

ど
も
会
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
新
座
市
の

ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
が
来
村
し
新
た
な
交
流
が
芽
ば
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
過
疎
地
に
は
自
然
と
い
う
宝

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宝
を
生
か
し
て
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
月
三
十
日
、
埼
玉
県
新
座
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少

擁
～1』・・

心の〔、、繭

矯
も
逼
爆

払

年
団
の
一
行
八
十
二
人
が
、
当
村
を
訪
ず
れ
ま
し

た
。
一
行
は
、
市
之
越
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
i
大
会
の
会
場
近
く
に
作
っ
た
広
場
で
、
田
沢

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
タ
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
1
ス
キ
i
大
会
の

ス
タ
ー
ト
の
模
様
を
見
学
し
た
後
、
ソ
リ
を
持
っ

て
三
十
分
位
山
道
を
登
り
ま
し
た
。
最
後
の
急
な

坂
を
登
る
と
そ
こ
は
絶
好
の
見
晴
地
、
「
す
ば
ら
し

い
な
が
め
ネ
」
と
一
行
は
雪
晴
れ
の
美
し
さ
に
目

を
細
め
ま
す
。
い
よ
い
よ
ソ
リ
の
出
番
で
す
。

二
人
一
組
の
ソ
リ
部
隊
が
次
か
ら
次
に
降
り
ま
す
。

ソ
リ
に
投
げ
と
ば
さ
れ
た
り
、
一
回
転
し
た
り
も

う
大
変
、
坂
を
下
り
た
所
で
、
も
う
お
尻
は
ぐ
っ

し
よ
り
。

　
メ
！
ン
会
場
に
帰
り
、
大
き
な
滑
り
台
と
そ
の

周
り
を
利
用
し
て
の
雪
上
障
害
物
レ
ー
ス
、
ヨ
チ

ヨ
チ
レ
ー
ス
の
始
ま
り
。
滑
っ
て
こ
ろ
ん
で
は
笑

い
、
冷
た
い
と
い
っ
て
は
笑
い
で
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
昼
食
に
は
、
野
ウ
サ
ギ
汁
と
ト
ン
汁
が
で
て
、

一
行
を
び
っ
く
り
さ
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
の
き
っ
か
け
は
新
座
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
本
部
長
の
児
玉
さ
ん
が
、
津
南
町
と
所
沢

市
と
の
交
流
の
記
事
を
新
聞
で
見
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
児
玉
さ
ん
は
、
「
こ
れ
は
よ
い
」
と
地
図

を
買
っ
て
見
た
と
こ
ろ
隣
に
中
里
村
を
見
つ
け
、

昨
年
の
十
月
当
村
を
訪
ず
れ
ま
し
た
。

　
児
玉
さ
ん
は
「
雪
の
も
の
す
ご
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
時
間
的
に
も
近
い
当
村
と
ぜ
ひ
、
長
い
交
流

を
続
け
た
い
。
中
里
村
か
ら
も
、
新
座
市
に
来
て

い
た
だ
い
て
、
団
員
同
志
の
家
に
泊

る
の
も
良
い
と
思
う
。
山
菜
シ
ー
ズ

ン
に
、
ぜ
ひ
来
た
い
」
と
話
さ
れ
、

田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
藤
田

会
長
も
こ
れ
を
う
け
「
こ
れ
か
ら
も
、

づ
ー
と
長
い
交
流
を
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。　

こ
う
し
た
交
流
は
、
過
疎
地
に
住

む
わ
た
し
た
ち
に
希
望
を
与
え
る
と

と
も
に
、
自
分
た
ち
の
村
の
よ
さ
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の

交
流
が
単
に
都
会
の
チ
ど
も
た
ち
に

楽
し
み
を
与
え
て
や
る
ば
か
り
で
な

く
双
方
に
と
っ
て
意
義
あ
る
も
の
に

発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

ウワーオモシロィー

6
鱒

わろうと思っても風船はつるりと逃げる

；r笛鐙’

　鱒癒

噂

轍灘榊か　 礁簡

¢♂鴨
　　　　　慮

ソリ遊びって楽い’ね

藤
鞠
、

＼鴫、＜
、　㌔q∈
　　　、　噸

　
今
回
の
交
流
に
際
し
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
後
援
会
、
商
工
会
青
年
部
、
体
育
協

会
、
中
里
タ
ラ
ブ
、
猟
友
会
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嘘鼠
身

鱒
を

褻

1
一
．

滑って歩けないよ一

欄

思い出多き田所
　　　　　ざよう　〆ρ

》』

噸
、

雛も、

　
田
代
、
所
平
、
大
場
の
三
集
落
で
と

も
し
つ
づ
け
た
田
所
小
学
校
が
、
百
十

年
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。
大
正
六
年

に
は
七
十
四
人
を
数
え
た
児
童
も
、
過

疎
の
荒
波
で
十
九
人
と
激
減
し
、
閉
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
三
日
に
閉
校
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
卒
業
生
な
ど
学
校
と
な
じ
み

の
深
か
っ
た
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮
鰯

た
。
最
後
の
在
校
生
と
な
っ
た
十
九
人
雛

は
、
田
所
小
学
校
へ
の
惜
別
の
思
い
を
輿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
灘

呼
び
か
け
に
し
ま
し
た
。
閉
校
の
悲
し
罪

壕
の
窪
糟
讐
熱

場
の
人
た
ち
の
涙
を
さ
そ
　
ま
し
た
。

　
田
所
小
学
校
は
、
明
治
九
年
四
月
中

深
見
校
田
代
分
場
と
し
て
開
設
以
来
百

十
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
津

南
町
と
の
境
界
変
更
で
中
里
村
と
な
っ

た
田
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
津
南
町
立

田
所
小
学
校
へ
委
託
し
た
形
で
現
在
ま

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
津
南
、
中
里
の
学
校
と
分
か
れ
分
か

れ
に
な
っ
て
も
田
所
小
学
校
で
養
っ
た

よ
さ
を
発
揮
し
元
気
で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
核
と

な
る
学
校
の
閉
校
が
　
過
疎
へ
の
拍
車

に
な
ら
ぬ
よ
う
願
い
ま
す
。

　
　
糠一

ロつじ

4
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い
象

6

瑚湖鰯略㊨o

ツご解着

　
雪
と
の
闘
い
の
日
々
か
ら
よ

う
や
く
解
放
さ
れ
、
周
り
の
あ

ち
こ
ち
に
春
の
息
吹
き
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
冬
の
間
、
運
動
不
足
ぎ
み
な

体
を
思
い
切
り
伸
ば
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
村
内
に
は
、
現
在
、

十
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
団
体
で
は
新
人

を
大
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
運
動
不
足
」
と

思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

女
性
の
参
加
が

　
　
　
団
体
の
活
発
化
に

　
何
で
も
そ
う
で
す
が
、
男
ば

か
り
、
女
ば
か
り
で
は
意
気
が

上
が
り
ま
せ
ん
。
村
内
の
団
体

を
見
ま
す
と
若
い
女
性
の
参
加

が
特
に
少
な
い
現
状
で
す
。
若

団　体名 連絡先 電　話

田沢剣道スポーツ少年団 藤田　博 63－2047

剣　　道　　部 田中良一 63－2879

中里卓球クラブ 小林弘規 63－2245

バスケットボールクラブ 富井重行 63－3903

スキーチーム清津 村山重保 63－2003

野　球　協　会 桑原秀一 63－2365

清津山の会 富井吉三 63－2810

バドミントンサークル 服部幸重 63－3369

テニス協会 片桐登規雄 63－2309

貝野青年会 高橋一郎 63－3588
（バレーホール）

い
女
性
は
、
太
陽
の
よ
う

な
存
在
で
す
。
裁
縫
に
お

花
も
い
い
で
す
が
、
ハ
ツ

ラ
ツ
と
プ
レ
ー
す
る
若
い

人
に
は
、
本
当
に
健
康
美

を
感
じ
ま
す
。
明
日
と
い

わ
ず
今
日
か
ら
で
も
仲
間

と
誘
い
合
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

を
し
ま
し
ょ
う
。

育
児
に
手
離
れ
た
ら

　
　
　
ス
ボ
ー
ツ
を

　
下
の
子
が
小
学
校
に
入

る
こ
ろ
に
な
っ
た
ら
、
お

　　A5r　r聴し騨炉L“が輔卜眠　　と　　ト　　コ　　の　　◎1　　　雪　　　r　　　ヤ㌔響簸購
翻駕
轟夢難　羅群導
若さみなぎるバスケットボール大会

朝食で家族のきずなを

D　島鴛

駅ー覧駄

　朝食をないがし

ろにする風潮が強

まっているようで

す。朝食をとるこ

とは、体のすみず

みまで刺激が伝わ

ます。食事は、家

とが理想です。こ

スタート・として、

べたいものです。

合い朝食はいっし

みまで刺激が伝わり体がシャキッとし

ます。食事は、家族そろって食べるこ

とが理想です。ことに朝食は、一目の

スタート・として、家族でいっしょに食

べたいものです。家族で時間を調整し

合い朝食はいっしょに食べましょう。

母
さ
ん
達
も
ス
ポ
ー
ツ
を
再
開

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
自
分

の
子
ど
も
に
「
お
母
さ
ん
も
な

か
な
か
や
る
で
し
ょ
う
」
と
い

う
印
象
を
も
た
せ
ま
し
ょ
う
。

汗
を
か
き
談
笑
す
る
と
、
職
場

や
家
庭
で
の
ス
ト
レ
ス
も
解
消

し
ま
す
。
そ
し
て
、
仲
間
を
作

り
充
実
し
た
日
々
に
し
た
い
も

の
で
す
。

晩
酌
を
控
え
て

　
　
　
　
ス
ボ
ー
ツ
を

　
運
動
を
し
な
い
理
由
と
し
て

「
忙
し
く
で
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
も

案
外
パ
チ
ン
コ
な
ど
は
き
ち
ん

と
や
っ
て
い
ま
す
。
時
間
は
自

分
で
作
る
も
の
で
す
。
疲
れ
治

し
の
晩
酌
も
ち
ょ
っ
と
控
え
て

ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
め
ま
し
ょ

・
つ
。

　
晴
れ
て
新
入
学
さ
れ
た
小
学

一
年
の
み
な
さ
ん
、
学
校
生
活

は
ど
う
で
す
か
。
　
「
楽
し
い
」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
み
た

い
」
と
み
ん
な
の
は
し
ゃ
ぐ
姿

が
目
に
浮
ぷ
よ
う
で
す
。

　
毎
朝
、
き
ち
ん
と
並
ん
で
登

校
し
て
い
ま
す
か
。
上
級
生
の

み
な
さ
ん
き
ち
ん
と
面
倒
を
み

て
く
れ
て
い
ま
す
か
。
保
育
園

と
違
っ
て
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
付
い
て
い
か
な
い
か

ら
、
上
級
生
の
言
う
事
を
き
ち

ん
と
守
っ
て
通
学
し
て
く
だ
さ

い
ね
。外

で
の
遊
び

　
　
車
に
気
を
つ
け
て

　
雪
も
も
う
す
ぐ
消
え
る
か
ら

フ
ァ
ミ
コ
ン
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し

て
、
外
で
大
い
に
遊
ぼ
う
。
こ

ろ
ん
だ
り
泣
い
た
り
、
み
ん
な

で
楽
し
く
遊
ぷ
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
な
ん
だ
よ
。
け
ど

ち
ょ
っ
ぴ
り
心
配
な
の
は
、
道

路
へ
の
と
び
出
し
さ
。
遊
ぴ
に

プr〆しづ
　」、イ
コユ’！

虻τ1

左右をよくみて

鷹
　
｝

簗
2

横断歩道をわたろうよ

夢
中
に
な
る
と
、
左
右
を
確
認

し
な
い
で
道
路
へ
と
ぴ
出
し
ち

ゃ
う
ん
だ
。
だ
か
ら
な
る
べ
く

道
路
の
そ
ば
で
は
遊
ば
な
い
よ

う
に
し
て
ね
。

　
運
転
手
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
見
え
な
い
ぞ

　
新
入
学
し
た
ば
か
り
の
き
み

た
ち
は
、
ま
だ
車
の
背
よ
り
低

い
ん
だ
。
だ
か
ら
、
車
の
影
か

ら
道
路
へ
絶
対
に
と
び
出
し
て

は
い
け
な
い
よ
。

県
知
事
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4月2⑪日

あ
謬
溜
一
票
が

　
　
　
　
　
　
　
　
面
翅
禦
の
”
回
窟

　
任
期
満
了
に
伴
う
新
潟
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

は
、
四
月
二
十
日
㈲
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
県
政
を

託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
　
「
自
分
一
人

く
ら
い
』
と
い
う
よ
う
な
考
え
は
や
め
て
く
だ
さ

い
。
み
ん
な
で
新
潟
県
の
将
来
を
考
え
、
責
任
あ

る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

〈
投
票
の
時
間
〉

　
投
票
の
で
き
る
時
間
は
、
午

前
七
時
～
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

（
村
内
で
は
十
投
票
所
の
閉
じ

る
時
刻
が
早
や
ま
り
ま
す
の
で

入
場
券
で
時
間
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
）

〈
投
票
で
き
る
人
〉

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭

和
六
十
年
十
二
月
三
十
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
村
内
に
住
所
を

有
し
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。
な
お
、
昭
和
六
十
年

良い選球！7

　　　清き一票

十
二
月
三
十
一
日
以
降
に
県
内

の
他
市
町
村
か
ら
村
内
に
転
入

さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
村
長
の
発
行
す
る

住
所
証
明
が
必
要
で
す
の
で
、

住
民
課
戸
籍
係
へ
申
し
出
て
く

轟
懸
罫
、

〈
縫
簿
を
得
な
い
業

務
及
び
用
務
な
ど
で
投
票
所
に

行
け
な
い
人
は
、
前
も
っ
て
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
不
在
者
投
票
を
行
い
た

い
人
は
、
印
鑑
を
持
っ
て
役
場

三
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月

十
九
日
ま
で
の
、
毎
日
午
前
八

時
半
～
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

〈
字
が
書
け
な
く
て
も

　
　
　
　
投
票
が
で
き
ま
す
〉

　
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
字

が
書
け
な
い
人
の
た
め
に
代
理

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
遠
慮

し
な
い
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
〉

　
重
．
度
の
身
体
障
害
者
の
人
は
、

　せっかく投票しても書
いた字が分らず無効にな継醗

るものがありますので￥　　　一一ちQ

名前はきちんと書いてく　　　7’》　℃

ださい．　　　　　㌔／’

自
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
も
で

き
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ

頚
購
琴

選
挙
鰹
、
癒
鐸
ち
の

先
人
達
が
苦
労
を
し
て
勝
ち
と

っ
た
大
切
な
権
利
で
す
。
よ
り

よ
い
杜
会
を
築
く
た
め
に
あ
な

た
の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
里
村
選
挙
管
理
委
員
会
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六
三
上
一
κ
一
一
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八
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【
転
出
さ
れ
た
先
生
】

職
名
　
　
氏
　
名

田
沢
小
学
校

簿
教
頭
小
海
耕
作

名
　
教
諭
　
島
田
美
枝
子

動
　
　
　
久
保
田
茂

異
　
　
　
広
田
圭
子

事
　
　
　
吉
田
玲
子

人
主
事
相
沢
祐
子

。
貝
　
高
道
山
小
学
校

職
教
諭
腰
越
秀
夫

教
　
”
　
志
田
圭
子

　
　
　
〃
　
蔵
品
　
　
薫

生
倉
俣
小
学
校

鑑　
　
校
長
　
福
原
　
公
望

　
　
教
頭
　
高
橋
　
昭
三

は
教
諭
斎
藤
寿
子

　
　
主
事
　
鈴
木
ヨ
シ
子

お
貝
野
小
学
校

に
儲
料
趨
歎

ん
〃
楠
原
篤

こ
難
峡
綱
学
校
和
子

　
　
養
教
　
池
田
　
和
美

で
清
津
峡
小
学
校
土
雰
校

気　
　
教
諭
　
池
田
　
信
夫

　
　
　
〃
　
関

　
　
　
　
　
　
　
　
敏
江

元
中
畢
学
校

お　
　
教
頭
　
菊
池
　
洋
二

　
　
教
諭
　
清
水
　
正
一

生
　
滝
沢
靖
子

藷
　
騎
灘

　
　
　
　
　
渡
辺
　
正
子

　
　
　
　
　
内
山
　
博
之

　
　
養
教
　
馬
場
　
良
ヂ

鰭　鷹ll校輪織1響票葦lll繭糞
【
転
入
さ
れ
た
先
生
】

氏
　
名
　
　
　
学
校
名

大
須
賀
明
彦

白
井
　
涼
子

風
巻
　
千
秋

八
木
三
男
治

南
雲
　
昭
治

斎
藤
　
修
子

相
沢
　
祐
子

山
岸
　
淳
一
一

村
山
　
淳
美

阿
部
　
陽
一

藤
田
　
孝
子

む
オ
め
ぼ
　
む

古
沢
嘉
奈
子

泉
谷
十
七
三

片
桐
　
秀
子

吉
楽
　
　
巌

板
橋
　
良
夫

特
配
過
貝

保
坂
　
　
誠

纈縞馨哀韓劉崖驚肇全馨昇奈笛額畜麟藷
　　　　十　嘉教　　　　　　　　二　　　賀
良　　秀七　奈論孝陽淳淳　祐修昭男　千涼明　茂裕恭　浩昭
夫巌　子三　子　子一美二　子子治治　秋子彦　男子子正子三

津入東大田臨吉四高八田田北箏新講京東芦中鐙仙津倉
畷磯揉田躍箇沢所山雷採薦　罐島田南俣
中中小校小用中小小小小小小ノj・用師小小小小小小／1・小

L大策東
村・F息条

節義昭善
チ弘、彦丸

吉
田
中

新
採
用

第
　
一
中

ド
条
中

L
郷
小

昭和61年4目10日広轍も∂◎’マ㌍7



回四日回
〈
み
な
さ
ん
に
関
係

あ
り
ま
す
。
見
だ
し

だ
け
で
も
目
を
通
し

て
く
だ
さ
い
。
〉

舞　　り駒

希望者
400磁献血4月から

わが国の献血率は、世界的に有数な

高水準にあるにもかかわらず、一回の

採血量が200謡と最も少ないレベルと

なっています。このため医療上の必要

量を十分満すことができません。また、

現在の採血が全血採血であるため、成

さ
油

、

ヘ
ノ

び
ぷ
び
δ
の
，

1
辱
生
　
っ

が
の
い
い
な
L

曳、

を

拶
い
じ
‘
う
5

　
　
ぺ

ど
・
）
b

さ
げ
し
巳
n
～

リ
　
　
　
　
ク
っ

ひ
え
タ繭

　
t
　
　
“

＾

器
ζ
穿
丘
炉

后
・
ら
畝
る
」
筑

．
禽

い
総

　
　
　
£
㌦

螺
心

この作品は山田まゆみさんの協力で
ヂ昌載して’いますり

　　・ザ匙，

叫脅
ろ　　 蜘㌧晦
メダルを手にし魯ぶ入賞者

移らないよう十分注意してください。

村内でも毎年、数件の山火事が発生

しています。その原因の多くが、安易

な火入れです。山では水がなく消火活

動が思うようにできませんので、十分

注意してください。

危険物取扱者試験の

　　　　　ご案内

　　　午後7時30分～
★場所田沢地区体育館
★連絡先　堀之内南雲道夫（63－2660）

三洋石油ファンヒーター（CF捧S221F）

　　をご利用の方至急一報を

三洋電機（株）の石油ファンヒーター

（CFH－S221F）で一酸化炭素中毒事故

が発生しています。交換のお済みでな

れました。

★香典返し

新屋敷　阿部誠三郎　10万円

★古切手

大村建設

◎交通安全対策に

★新入学児童にランドセルカバーとこ

　うもり傘（中里村交通安全協会・中里

村建設協会）

★交通安全看板等（米本工務店）

人は開発課へ申し込んでください。

鯉の新巻1kg当2，000円

クマの生態調査の実施

｝r 1 、

分別輸血療法の現状に対し的確に応じ ★試験日　5月23日㈹ い方は至急下記にご一報ください。 す。タマの被害を受けないよう十分注

きれていません。 ★場　所　新潟市、長岡市 品番は、右上の所に書いてあります。 国士を守る緑 意してください。クマを見つけたら役

このような問題を解消するため国で ★願書受付　　4月14日～18日 三洋電機サービス（0252－85－2431）
緑の羽根募金にご協力を 場開発課およぴ猟友会まで

は、200説献血に併せ希望者による 詳しくは、十日町地域広域消防本部 ★調査期問　4月11日～4月30日
400配全血採血と成分採血（血漿成分・ まで ご存知ですか 森林資源の荒廃は、文明をも滅ぼす ★対象地域　貝野地域、田沢地域で国

血小板成分を採血）を導入いたしまし

た。なお、成分献血については、10月

から実施されます。
労働保険料の 　検察審査会

検察審査員は、選挙権を有する国民

といわれています5緑はわたしたちに

やすらぎを与え、また、空気を浄化し

道117号線の西側を除く

地域

詳しくは、広報なかさと5月号でお 申告はお早めに
の中から11人が選ばれます。主な仕事

国土を保全してくれます。わたしたち

はこの緑の効用を理解し、緑の輪を広 ％～％東京サミット
知らせいたします。 昭和61年度の労働保険料の申告と納 は検察官が事件を起訴しなかったこと、 げましょう。

付の受付が4月1日かρ）5月15日まで （不起訴処分）のよしあしを審査する 4月1日～4月30日までの1ヵ月間 主要国首脳会議に伴い、東京都内は
愛犬の予防注射　‘％・‘％ 行われています。 ことです。 緑の羽根募金を行っています。4月の 大幅な交通規制が実施されます。この

鳳
畷 忘れずに

　まだ、手続きが終っていない事業主

の方は、お早めに保険料申告書に保険

　犯罪の被害などに合った人の中で、

検察官の不起訴処分に不満をもってい

中旬にみなさんのところに募金袋がい

きましたら、ご協力をお願いします。

ため、期間中交通渋滞が予想されます

ので、自動車での乗り入れは自粛する
」翻

狂犬病の予防接種力洩4月18日・22日 料を添えて最寄りの銀行または、郵便 る人や検察審査会についてもっと詳し ようお願いします。

に行われます。愛犬を飼っている人は

役場からの文書をよく読んでお忘れな

いようにお願いします。また、愛犬の

散歩の際のフンの始末は、必ず行って

局に申告納付してください。

　詳しくは、十日町労働基準監督署ま
で。

く知りたい人は、下記にお気軽にご相

談ください。

　長岡市三和3丁目9～28裁判所構内

　長岡検察審査会事務局

春ボカポカ祭り
　　　　　　養魚センター 山菜とり名人募集
開発課では、養魚場を利用して鯉の 開発課では、4月下旬から5月上旬

ください。

不明な点は、役場保健課まで

野球シースンに備え （0258－35－2141） 下し方の講習と鯉と山菜の食べ放題の の間に、木の芽、わらぴ、うど、こご

枯草焼きは

室内で練習開始あなたの参加を

体協の野球協会では、野球シーズン
停電のお知らせ

イベントを企画しました。春のひとと

きを養魚場で過してみませんか。

★日　時　5月4日午前11時～午後2時

め、たらの芽、ふきのとう、なずな等

をとってくれる人を募集します。

　採集いただいた山菜は、ふるさと中

火の始末を確実に に備え、田沢地区体育館で室内練習を

行っています。今からバットとボール

★日時　4月22日（幻午前9時～12時

★場所　新屋敷、本屋敷、堀之内、宮中

★参加費　大人3，000円子ども2，000円

★場　所　中里村養魚センター

里の会への発送、山菜と鯉の食べ放題

錦糸町カッパ市などに利用させていた
雪消えとともに、農作業の耕起が始 になじみ、来たるシーズンに好成績を ★申込み　7日前までに電話で役場開 だきます。

まります。この際、枯草や落葉を燃や ヒげましょう。どなたでもけっこうで 善意をありがとう 発課まで 山菜とりをしてくださる人は、開発
　　　　　　　　P　　、しますが、野火は非常に見えません。 すので練習に来てください。 ※　なお、当日鯉の新巻きを会場で試 課までご連絡ください。

念には念を入れて、火が木などに燃え ★練習日　毎週木曜日 次の善意が社会福祉協議会に寄せら 食販売を予定していますので希望の
（参考）昨年の価格
木ノ芽1束（100g）150円、うど1kg500円、こごめ1DOg50円、タラノ芽1ケ50円

略戯　慧 騎　　慧 謬　　懸 畷　　擁

　
三
月
三
十
日
、
村
内
学
童
親

善
タ
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

大
会
が
、
市
之
越
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
一
周
約
ニ
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に

選
手
七
十
人
が
い
ど
み
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
全
身
の
筋
力
を
使

う
他
に
精
神
的
な
忍
耐
力
を
必

要
と
し
ま
す
。

　
ど
の
選
手
も
、
息
を
切
ら
し

な
が
ら
も
ゴ
ー
ル
を
目
ざ
し
力

走
を
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
埼
玉
県
新
座

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
交
流

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
〈
成
　
績
〉

★
小
学
生

〈
男
子
〉

一
位
　
島
田
　
和
弘
　
倉
俣
小

二
位
　
鈴
木
　
隆
司
　
倉
俣
小

三
位
　
鈴
木
　
水
城
　
倉
俣
小

〈
女
子
〉

一
位
　
林
　
実
和
子
　
田
沢
小

二
位
　
竹
藤
さ
ゆ
り
　
倉
俣
小

三
位
　
鈴
木
　
洋
子
　
倉
俣
小

★
中
学
生

一
位
　
山
本
　
幸
二
　
中
里
中

二
位
　
桑
原
　
公
司
　
中
里
中

★
リ
レ
ー

〈
男
子
〉

一
位
　
倉
俣
小
学
校

（
島
田
和
弘
、
島
田
康
則
、
鈴

　
木
水
城
）

〈
女
．
r
〉

．
位
　
倉
俣
小
学
校

（
鈴
木
洋
チ
、
鈴
木
朝
ヂ
、
竹

　
藤
さ
ゆ
り
）

走
り
に
走
っ
た
＼

＼
　
　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

い
～ 磁

摂
｝
ん

望　
．
噸

未
納
は
万
一
の
と
き
困
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
加
入
者
の
み
な
　
　
　
ま
た
、
未
納
に
し
て
お
い
た

さ
ん
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
を
あ
と
か
ら
納
め
る
に

　
昨
年
度
（
昨
年
四
月
か
ら
今
　
　
し
て
も
、
毎
月
の
保
険
料
と
あ

年
三
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保
　
　
わ
せ
て
納
め
る
こ
と
に
な
る
た

険
料
の
納
め
忘
れ
（
未
納
）
は
　
　
め
、
そ
の
家
計
に
お
よ
ぼ
す
経

あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
済
的
負
担
は
相
当
な
も
の
に
な

　
「
一
カ
月
や
ニ
ヵ
月
く
ら
い
　
　
り
ま
す
。

の
未
納
は
大
し
た
こ
と
な
い
よ
に
　
　
　
無
理
の
な
い
納
入
の
た
め
に

な
ん
て
言
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
　
　
も
、
こ
れ
か
ら
は
国
民
年
金
の

い
る
よ
う
で
す
が
、
未
納
に
つ
　
　
保
険
料
も
他
の
必
要
経
費
と
同

い
て
そ
う
い
っ
た
安
易
な
考
え
　
　
様
に
家
計
の
中
に
位
置
づ
け
る

方
を
し
て
い
る
と
し
た
ら
大
変
　
　
と
共
に
、
老
後
や
万
一
の
時
に

な
こ
と
で
す
。
未
納
が
重
な
っ
　
　
確
実
に
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

て
く
る
と
大
切
な
年
金
の
受
給
　
　
う
、
納
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン
と

権
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
　
　
納
め
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
う
。

県内最大の哺乳類であるクマ。この

クマの保護と農林産物への被害や人間

に対する危険を未然に防止するため、

生態調査と駆除を実施します。

これからは、山菜とりのシーズンで
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師
”
”
一
”
“
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
“
㈹
“
”
紡
φ
郭
き
”
巽
罷
”
”
”
”
”
”
蕪
韮
”
”
”
一
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
陥

★
中
里
村
議
会
定
例
会
　
　
　
　
　
★
土
地
改
良
区
合
併
協
識
会
　
　
㎜
㎜

　
三
月
十
一
日
か
ら
、
第
一
回
　
　
　
村
で
は
、
桔
梗
原
土
地
改
良
㎜
㎜

中
里
村
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
　
　
区
と
清
津
川
土
地
改
良
区
と
の
㎜
㎜

ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
度
の
　
　
合
併
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
　
　
㎜
㎜

予
算
案
が
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
　
　
　
三
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
、
　
…
…

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
改
良
区
合
併
推
進
協
議
会
…
㎜

★
中
里
中
学
校
卒
業
式
　
　
　
　
　
の
席
で
、
十
日
町
農
地
事
務
所
㎜
㎜

　
三
月
十
四
日
、
中
里
中
学
校
　
　
長
の
立
合
い
の
も
と
で
、
両
土
㎜
㎜

の
第
一
回
目
の
卒
業
式
が
行
わ
　
　
地
改
良
区
の
理
事
長
が
覚
書
き
…
…

れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
　
　
を
取
り
か
わ
し
ま
し
た
。
　
　
　
㎜
㎜

卒
業
生
七
十
八
人
は
、
全
日
制
　
　
　
今
後
は
、
四
月
十
一
日
に
合
㎜
㎜

高
校
へ
七
十
二
人
、
社
会
へ
六
　
　
併
予
備
契
約
書
の
調
印
を
行
い
㎜
㎜

人
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
　
　
総
代
会
を
経
て
、
七
月
一
日
新
㎜
㎜

今
年
度
の
新
入
学
生
徒
は
八
十
　
　
設
合
併
で
中
里
村
土
地
改
良
区
㎜
㎜

九
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
子
定
）
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。
㎜
㎜

■
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■
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．
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　。鋤

鐘〆

　盈

ひる憾

　　ぞ　ヤ
”懇一イ訴　　　伽、獄
　　へ　　　 cJレ？
　　　㌧

13日の1貞察結果から3ノ冥一ティ『1こ編成し婁

たア｛ヲック隊は、13時をタイムリミットと決　穆

め、ル＝ト工作を兼ねて全員同時登1頁を狙っ　彰’

みなさんの情報をお待ちしています（内線15番）

回
回
回
回
⑬

清
津
峡
た
る
ば
や
し

　
た
る
ば
や
し
の
活
動
が
始
ま

っ
て
三
年
目
、
今
年
は
、
た
く

さ
ん
の
機
会
に
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
し
て
念
願
の
和

大
鼓
も
入
っ
た
。

　
卒
業
を
記
念
し
て
、
一
年
間

の
ま
と
め
の
一
つ
と
し
て
、
こ

の
版
画
を
共
同
製
作
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
　
　
清
津
峡
小
学
校

　
　
　
　
　
五
・
六
年
生

も

ち
ゃ
ん

叫
悦
子

　
鷺J

　
　
墾

蕪

無
撃
輸

露
〆
酒

歯
の
主
役
・

　
寝
起
き
も
よ
く
、
ち
ょ
っ
と

の
こ
と
で
は
泣
か
な
い
と
い
う

美
和
ち
ゃ
ん
。
近
所
の
ま
な
み

ち
ゃ
ん
と
人
形
で
お
母
さ
ん
遊

び
を
す
る
の
が
大
好
き
。
保
育

園
に
行
く
の
が
と
て
も
楽
し
み

と
い
う
美
和
ち
ゃ
ん
も
今
ご
ろ

は
ピ
カ
ピ
カ
の
園
児
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
朴
木
沢
樋
口
美
和
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
父
仁
・
母
悦
子

口『，

扇
』
詠

！南南　櫓脅　　　　南梅梅脅掬∞∞南南南脅　惚　南脅南轡惚南　　警糀驚弊鮪怖㌦

村づくりできるところから 十
一
年
の
実
績
を
も
つ
ジ
ュ

ア
サ
ー
ク
ル
（
会
長
・
貝
沢

次
）
と
目
黒
区
五
本
木
子
ど

会
の
交
歓
会
、
去
る
三
月
二

九
日
か
ら
二
泊
三
日
で
五
本

子
ど
も
会
の
一
行
二
十
三
人

当
村
を
訪
ず
れ
ま
し
た
。

深
ま
る
友
情
の
輪

　
　
　
　
　
目
黒
区
子
ど
も
会
と
の
交
流

ひる膣

歩吐闘鯛1

た．　　　　　　　童
る鞭鞭難麗その影が走1．

　　　　　　　　　　　　　睾

ハイポーター顔負けの駒形隊員から「1頁上　蓼

だ！」の声がとどく。遠征の火付け役である　穆

，高橋隊員をトッブに、ついにK　R2峰6187㍍　豊

の1頁上に立った。　　　　　　　　　　　　》

凝謬織岳臨薩
線は・西万にのびてもつ一つ頒きをつくつ穆

ている・双耳臨の蔦　　　　彦
　「8月16日13時、全員元気に登1頁。あいに　穆

翻

まず行動を起すこと

　
「
経
済
大
国
に
な
っ
た
日
本
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
中
流
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
過
疎
と
な
げ

き
な
が
ら
も
そ
れ
ほ
ど
の
危
機
感
を
持
っ
て
い

な
い
一
三
月
二
十
六
日
、
商
工
会
主
催
の
村
づ

く
り
講
演
会
の
講
師
松
沢
友
三
氏
の
言
葉
で
す
。

松
沢
氏
は
、
　
「
十
年
後
に
生
き
残
れ
る
中
里
村

に
す
る
た
め
に
は
一
、
み
ん
な
で
同
じ
汗
を
流

す
こ
と
二
、
自
給
自
足
で
や
れ
（
や
れ
る
も
の

か
ら
）
三
、
一
流
主
義
を
つ
ら
ぬ
け
」
と
貴
重

な
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1驚騨戴譲1謙鷺慧隷
　　　　　　　　　　　　　　ス夜　なふな上人上　れす各し月こ

笑
い
、
そ
し
て
和
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
俣
雪
上
運
動
会

雪
が
降
っ
て
や
だ
の
し
」
　
　
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
よ

が
真
冬
の
あ
い
さ
つ
。
三
　
　
り
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た

入
っ
て
「
い
や
ん
べ
だ
の
　
　
婦
人
会
の
手
づ
く
り
の
ト
ン
汁

」
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
　
　
あ
ま
酒
も
出
さ
れ
参
加
者
に
喜

で
冬
の
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
　
　
ば
れ
ま
し
た
。

惣
雪
上
運
動
会
が
開
か
煽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

現
旦
倉
罐
薄
雪
疑

モチつきって大変なのね

　
今
回
の
交
流
で
は
、
グ
リ
：

ン
ピ
ア
津
南
に
泊
っ
て
の
ス
キ

ー
交
流
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の

ソ
リ
、
ゲ
ー
ム
、
も
ち
つ
き
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
一
番
の
楽
し

み
は
、
消
灯
し
て
か
ら
の
コ
ソ

コ
ソ
話
し
で
す
。
こ
の
ひ
と
と

き
で
す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
ま

す
。
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
一

年
生
ま
で
の
四
年
間
の
交
際
に

な
り
ま
す
の
で
、
す
っ
か
り
仲

良
し
に
な
り
文
通
を
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
来
年

の
三
月
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー

タ
ル
が
、
東
京
へ
行
っ
て
交
流

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

スライドで思い出演出
　　　　　　中里保育所

　　　　　　　　　　　　　穆たツOり顔っ犠し二集

還欝鷲讐驚1靴灘潮奪
宝・同峰の第2登であった・　おわり穆　’

》

購製
婁
婁
》

㌦＿伽伽献騨

　
三
月
二
十
七
日
、
中
里
保
育
所
の
終
了
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
四
月
か
ら
小
学
一
年
に
な
る

二
十
三
人
の
園
児
た
ち
は
、
終
了
証
書
を
も
ら

う
前
に
将
来
の
夢
を
語
り
ま
し
た
。
「
ぽ
く
は
、

大
き
く
な
っ
た
ら
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
乗
り

た
い
」
　
「
わ
た
し
は
、
看
護
婦
に
な
っ
て
病
気

の
人
を
助
け
て
や
り
た
い
」
と
夢
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
思
い
出
の
ぺ
ー
ジ
で
は
、
泥
ん
こ
遊
び

や
焼
き
イ
モ
大
会
、
ド
ン
グ
リ
拾
い
の
思
い
出

の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
終
了
式
が
思
い
出

深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

ちょっぴり緊張終了式

奄　り鈴木一郎さん（白羽毛）

　　⑫　　文子　　　　　　　　　　　　⑫

　きっかけは……り十日町の宇都宮製作所に

　　勤めていたころバンドの仲間に入ってい

き　　たんですよ。ワ友達と2人で見に行った

　　りしている内に、ボーカルとしてバンド

き
　　の仲間に入りそれからですね。

　第一印象は……り気さくでとても明るい感

　　じがしました。りやさしそうでした（最

秀　初は…）

き
　結婚を決意したのは……り背のぴしないで

　　つきあえたことかな。ψ年の割にしっか

　　りしていてこの人ならと思いました。

　お互いの要望は……りよくやってくれます

　　のでないですね。り買物をするのもつき

　　合うのも嫌いなんですよ。こんなときは

　　おこりっぽいんですよね。

　村への要望は……リコテ先の行政でなく計

　　画性をもった行政を進めてほしい。り子

　　どもの遊び場がほしいですね。
秀

雲

奉
仕
の
心

　
実
践
活
動
の
中
か
ら

　
三
月
二
十
七
日
、
中
里
村
青

少
年
育
成
村
民
会
議
で
は
、
村

内
の
子
ど
も
会
で
活
動
が
優
良

な
、
芋
沢
、
田
中
、
清
田
山
、

堀
之
内
、
宮
中
の
五
つ
の
子
ど

も
会
を
表
彰
し
ま
し
た
。

嬢
懸
灘
灘

畿
歌
錯
顯

議
鉾
瞬

樋
識
額

響　
　
　
　
酒
免
故
亡

　
　
　
　
飲
無
事
死

賞
駄
騨
券
　
　
●
　
●
　
●
　
・

噸

　
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
す

で
に
三
件
の
人
身
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
春
の
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
ア
ク
セ
ル

も
ふ
か
し
が
ち
で
す
。
ス
ビ
ー

ド
違
反
や
飲
酒
運
転
は
、
重
尺

餐
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
よ
う
。
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沢野川部雲

　
　
0

ミ
ィ
　
9

安
栄
7
6

イ
ク
7
5

松
代
3
8

シ
ゲ
8
0

堀
之
内

新
屋
敷

堀
之
内

田
　
沢

田
　
中

＊
お
め
で
た
＊

　
大
　
（
樋
口
富
行
）
荒
　
屋

美
　
里
（
服
部
彦
一
）
東
田
沢

歩
　
美
（
樋
口
　
勝
）
朴
木
沢

浩
　
靖
（
村
山
義
正
）
程
　
島

真
由
美
（
山
田
正
一
）
清
田
山

良
美
（
井
ノ
川
良
一
）
如
来
寺

敏
文
（
山
本
敏
男
）
葎
沢

　
翼
　
　
（
南
雲
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水田や畑の雑草として、春によく見られ

るススメノテッポウは、その性質から「水

田型」と「畑地型」とに分けられる。人間

にとってやっかいなのは、畑地型の万であ

る。この型の種子は、秋15℃位になると、

いっせいにではなく1ヵ月位かけて順々に

発芽していく。

また、昼が長くなってこないと穂を出さな

い。これらは、耕起による全滅、出穂した

蚊

後の寒さによる立

ち枯れを防くぐため

に有効な性質であ

る。雑草たちは、

次世代を残すため

に、様々な工夫を

しているのである◎
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